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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第86期

第２四半期累計期間
第87期

第２四半期累計期間
第86期

会計期間
自　2022年10月１日
至　2023年３月31日

自　2023年10月１日
至　2024年３月31日

自　2022年10月１日
至　2023年９月30日

売上高 （千円） 2,333,136 2,649,083 4,577,128

経常利益 （千円） 316,415 610,933 596,751

四半期(当期)純利益 （千円） 221,404 431,655 397,826

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 921,100 921,100 921,100

発行済株式総数 （株） 5,870,000 5,870,000 5,870,000

純資産額 （千円） 3,363,475 3,985,226 3,521,319

総資産額 （千円） 6,202,303 6,825,677 6,351,876

１株当たり四半期(当期)純利益 （円） 39.31 78.27 71.37

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） 14.00 16.00 29.00

自己資本比率 （％） 54.2 58.4 55.4

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △39,642 211,237 65,685

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 64,490 △66,185 △34,034

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △655,722 △119,482 △750,459

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 541,591 479,228 453,658

 

回次
第86期

第２四半期会計期間
第87期

第２四半期会計期間

会計期間
自　2023年１月１日
至　2023年３月31日

自　2024年１月１日
至　2024年３月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 27.23 49.98

（注）１．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績およびキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間末日現在において当社が判断したものであります。

(1）経営成績の分析

　当第２四半期累計期間（2023年10月１日～2024年３月31日）は、エネルギー関連事業において、核融合関連製品

及び原子力発電所の再稼働に向けた関連製品が増加したことにより、売上高は12億６千９百万円（前年同四半期比

45.4％増）、セグメント利益（営業利益）は４億７千１百万円（前年同四半期比144.5％増）となりました。

　産業システム関連事業におきましては、アルミ用電磁ポンプが大型生産設備に採用されたことにより増加しまし

たが、ＦＰＤ製造装置関連製品及び半導体製造装置関連製品が減少したことにより、売上高は13億２千５百万円

（前年同期比4.2％減）となりましたが、利益面においては、採算性の高い案件が多くセグメント利益（営業利

益）は３億４千３百万円（前年同期比18.9％増）となりました。

　この結果、売上高は26億４千９百万円（前年同四半期比13.5％増）、営業利益は６億１千万円（前年同四半期比

98.3％増）、経常利益は６億１千万円（前年同四半期比93.1％増）、四半期純利益は４億３千１百万円（前年同四

半期比95.0％増）となりました。

 

(2）財政状態の分析

（資産）

　総資産は、前事業年度末に比べ４億７千３百万円増加し、68億２千５百万円となりました。これは主に仕掛品等

の棚卸資産が減少した半面、受取手形、売掛金及び契約資産、投資有価証券（投資その他の資産）が増加したこと

によるものであります。

（負債）

　負債は、前事業年度末に比べ９百万円増加し、28億４千万円となりました。これは主に、未払法人税等が増加し

た半面、電子記録債務等の仕入債務、退職給付引当金、社債が減少したことによるものであります。

（純資産）

　純資産は、前事業年度末に比べ４億６千３百万円増加し、39億８千５百万円となりました。これは主に、利益剰

余金、その他有価証券評価差額金が増加したことによるものであります。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、前事業年度末に比べ２千５百万円増加し、４億７千９

百万円となりました。

　なお、各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、２億１千１百万円の増加（前年同四半期は３千９百万円の減少）となり

ました。これは主に、売上債権の増加（△493百万円）、仕入債務の減少（△81百万円）があった半面、税引前四

半期純利益の計上（610百万円）、棚卸資産の減少（105百万円）、減価償却費の計上（87百万円）によるものであ

ります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、６千６百万円の減少（前年同四半期は６千４百万円の増加）となりまし

た。これは主に、有形固定資産の取得による支出（△61百万円）によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、１億１千９百万円の減少（前年同四半期は６億５千５百万円の減少）と

なりました。これは主に、配当金の支払額（△81百万円）によるものであります。

 

(4）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。
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(5）事業上及び財務上対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更および新たに生じた課

題はありません。

 

(6）研究開発活動

　当第２四半期累計期間における研究開発活動の総額は６千９百万円であります。

　なお、当第２四半期累計期間において当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,800,000

計 16,800,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
　（2024年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（2024年５月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 5,870,000 5,870,000
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数
100株

計 5,870,000 5,870,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2024年１月１日～
2024年３月31日

－ 5,870,000 － 921,100 － 653,236
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（５）【大株主の状況】

  2024年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
（自己株式を
除く。）の
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

株式会社ドウメキエンタープライズ 茨城県日立市弁天町１丁目21番12号 839 15.21

東京中小企業投資育成株式会社 東京都渋谷区渋谷３丁目29番22号 357 6.48

株式会社常陽銀行 茨城県水戸市南町２丁目５番５号 263 4.78

百目鬼　孝一 茨城県日立市 170 3.09

茂角　廣子 茨城県日立市 153 2.79

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 東京都港区浜松町２丁目11番３号 147 2.67

海藤　美好 茨城県笠間市 106 1.92

小瀧　理 茨城県日立市 67 1.22

神谷　信一 埼玉県坂戸市 62 1.13

助川電気工業従業員持株会 茨城県高萩市上手綱3333番23号 59 1.08

計 － 2,229 40.41

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2024年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 355,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,504,200 55,042 －

単元未満株式 普通株式 10,800 － －

発行済株式総数  5,870,000 － －

総株主の議決権  － 55,042 －

 

②【自己株式等】

    2024年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

（自己保有株式）

助川電気工業株式会社

茨城県日立市滑川本町

３丁目19番５号
355,000 － 355,000 6.05

計 － 355,000 － 355,000 6.05
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２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】
 

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（2024年１月１日から2024年３

月31日まで）及び第２四半期累計期間（2023年10月１日から2024年３月31日まで）に係る四半期財務諸表について、

興亜監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2023年９月30日)
当第２四半期会計期間
(2024年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 453,658 479,228

受取手形、売掛金及び契約資産 ※ 1,960,682 ※ 2,487,675

電子記録債権 ※ 248,527 ※ 215,470

商品及び製品 177,970 169,190

仕掛品 364,481 293,830

原材料及び貯蔵品 615,611 589,230

その他 13,059 12,617

流動資産合計 3,833,990 4,247,242

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 600,862 596,090

土地 851,644 851,644

その他（純額） 276,117 236,454

有形固定資産合計 1,728,623 1,684,189

無形固定資産 36,201 32,503

投資その他の資産 753,060 861,741

固定資産合計 2,517,885 2,578,434

資産合計 6,351,876 6,825,677

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 402,596 372,853

電子記録債務 307,558 255,330

短期借入金 590,000 590,000

１年内償還予定の社債 68,000 68,000

未払法人税等 57,874 190,210

賞与引当金 75,240 76,327

その他 271,709 289,554

流動負債合計 1,772,978 1,842,276

固定負債   

社債 620,000 586,000

退職給付引当金 132,473 90,588

役員退職慰労引当金 286,077 296,026

その他 19,028 25,559

固定負債合計 1,057,578 998,174

負債合計 2,830,556 2,840,450
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(2023年９月30日)
当第２四半期会計期間
(2024年３月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 921,100 921,100

資本剰余金 654,553 654,553

利益剰余金 2,252,991 2,601,922

自己株式 △457,338 △457,338

株主資本合計 3,371,306 3,720,238

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 150,013 264,988

評価・換算差額等合計 150,013 264,988

純資産合計 3,521,319 3,985,226

負債純資産合計 6,351,876 6,825,677
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期累計期間
(自　2022年10月１日
　至　2023年３月31日)

 当第２四半期累計期間
(自　2023年10月１日
　至　2024年３月31日)

売上高 2,333,136 2,649,083

売上原価 1,633,424 1,633,589

売上総利益 699,711 1,015,493

販売費及び一般管理費 ※ 392,063 ※ 405,330

営業利益 307,647 610,163

営業外収益   

受取利息 921 861

受取配当金 3,661 4,115

投資有価証券売却益 561 －

保険解約返戻金 13,130 －

その他 6,042 5,893

営業外収益合計 24,316 10,870

営業外費用   

支払利息 6,041 4,518

投資有価証券売却損 8,990 －

固定資産除却損 0 5,236

その他 515 344

営業外費用合計 15,548 10,099

経常利益 316,415 610,933

税引前四半期純利益 316,415 610,933

法人税、住民税及び事業税 58,359 174,588

法人税等調整額 36,651 4,690

法人税等合計 95,011 179,278

四半期純利益 221,404 431,655
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期累計期間
(自　2022年10月１日
　至　2023年３月31日)

 当第２四半期累計期間
(自　2023年10月１日
　至　2024年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 316,415 610,933

減価償却費 68,036 87,519

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,900 1,087

退職給付引当金の増減額（△は減少） △45,105 △41,884

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △74,448 9,949

受取利息及び受取配当金 △4,583 △4,977

支払利息 6,041 4,518

売上債権の増減額（△は増加） △247,944 △493,935

棚卸資産の増減額（△は増加） △23,765 105,811

仕入債務の増減額（△は減少） 86,344 △81,970

固定資産除却損 0 5,236

投資有価証券売却損益（△は益） 8,429 －

保険解約返戻金 △13,130 －

契約負債の増減額（△は減少） 3,082 15,761

その他 704 38,585

小計 82,978 256,635

利息及び配当金の受取額 4,584 4,977

利息の支払額 △6,054 △4,611

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △126,748 △45,946

その他 5,597 183

営業活動によるキャッシュ・フロー △39,642 211,237

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の売却及び償還による収入 56,377 －

有形固定資産の取得による支出 △23,950 △61,235

固定資産撤去に伴う支出 － △4,950

無形固定資産の取得による支出 △267 －

貸付金の回収による収入 1,000 －

保険積立金の解約による収入 31,330 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 64,490 △66,185

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 1,000,000 1,000,000

短期借入金の返済による支出 △900,000 △1,000,000

社債の償還による支出 △214,000 △34,000

自己株式の取得による支出 △456,368 －

配当金の支払額 △81,435 △81,753

その他 △3,918 △3,729

財務活動によるキャッシュ・フロー △655,722 △119,482

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △630,874 25,569

現金及び現金同等物の期首残高 1,172,466 453,658

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 541,591 ※ 479,228
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

※　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しております。

　なお、当第２四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形を満期日

として決済が行われたものとして処理しております。

 
前事業年度

（2023年９月30日）
当第２四半期会計期間
（2024年３月31日）

受取手形 214千円 1,909千円

電子記録債権 450千円 1,739千円

 

（四半期損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額は、次の通りであります。

 
　前第２四半期累計期間
（自　2022年10月１日

　　至　2023年３月31日）

　当第２四半期累計期間
（自　2023年10月１日

　　至　2024年３月31日）

給与及び報酬 146,675千円 142,752千円

賞与引当金繰入額 19,635 〃 18,934 〃

役員退職慰労引当金繰入額 6,870 〃 10,787 〃

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の通りであ

ります。

 
前第２四半期累計期間
（自　2022年10月１日
至　2023年３月31日）

当第２四半期累計期間
（自　2023年10月１日
至　2024年３月31日）

現金及び預金 541,591千円 479,228千円

現金及び現金同等物 541,591千円 479,228千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　2022年10月１日　至　2023年３月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年12月20日

定時株主総会
普通株式 82,158 14 2022年９月30日 2022年12月21日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後とな

るもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年５月11日

取締役会
普通株式 77,209 14 2023年３月31日 2023年６月９日 利益剰余金

 

３．株主資本の金額の著しい変動

当社は、2022年12月５日開催の取締役会決議に基づき、自己株式353,500株の取得を行いました。この結

果、当第２四半期累計期間において自己株式が456,368千円増加し、当第２四半期会計期間末において自己株

式が457,338千円となっております。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　2023年10月１日　至　2024年３月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年12月21日

定時株主総会
普通株式 82,723 15 2023年９月30日 2023年12月22日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後とな

るもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年５月９日

取締役会
普通株式 88,238 16 2024年３月31日 2024年６月10日 利益剰余金

 

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

（持分法損益等）

当社は関連会社がありませんので該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　2022年10月１日　至　2023年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期
損益計算書
計上額
（注）２

 
エネルギー
関連事業

産業
システム
関連事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 872,563 1,383,315 2,255,878 77,257 2,333,136 － 2,333,136

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 872,563 1,383,315 2,255,878 77,257 2,333,136 － 2,333,136

セグメント利益又は

損失（△）
192,888 288,515 481,404 △2,257 479,147 △171,499 307,647

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食店の経営等を含んで

おります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△171,499千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用

であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　2023年10月１日　至　2024年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期
損益計算書
計上額
（注）２

 
エネルギー
関連事業

産業
システム
関連事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 1,269,103 1,325,583 2,594,686 54,396 2,649,083 － 2,649,083

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 1,269,103 1,325,583 2,594,686 54,396 2,649,083 － 2,649,083

セグメント利益又は

損失（△）
471,708 343,122 814,831 △10,918 803,913 △193,750 610,163

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食店の経営等を含んで

おります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△193,750千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用

であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第２四半期累計期間（自　2022年10月１日　至　2023年３月31日）

（単位：千円）

 報告セグメント
その他

（注）
合計エネルギー

関連

産業システム

関連
計

装置・システム 697,538 340,603 1,038,142 － 1,038,142

温度センサー 143,435 480,672 624,107 － 624,107

加熱機器 31,590 502,762 534,353 － 534,353

その他部品 － 59,275 59,275 － 59,275

その他 － － － 77,257 77,257

顧客との契約から

生じる収益
872,563 1,383,315 2,255,878 77,257 2,333,136

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 872,563 1,383,315 2,255,878 77,257 2,333,136

（注）　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食店の経営等を含んでおりま

す。

 

当第２四半期累計期間（自　2023年10月１日　至　2024年３月31日）

（単位：千円）

 報告セグメント
その他

（注）
合計エネルギー

関連

産業システム

関連
計

装置・システム 962,887 419,334 1,382,221 － 1,382,221

温度センサー 243,292 487,512 730,805 － 730,805

加熱機器 62,923 408,102 471,026 － 471,026

その他部品 － 10,633 10,633 － 10,633

その他 － － － 54,396 54,396

顧客との契約から

生じる収益
1,269,103 1,325,583 2,594,686 54,396 2,649,083

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 1,269,103 1,325,583 2,594,686 54,396 2,649,083

（注）　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食店の経営等を含んでおりま

す。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期累計期間
（自　2022年10月１日
至　2023年３月31日）

当第２四半期累計期間
（自　2023年10月１日
至　2024年３月31日）

１株当たり四半期純利益 39円31銭 78円27銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益（千円） 221,404 431,655

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 221,404 431,655

普通株式の期中平均株式数（株） 5,632,766 5,514,933

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　第87期（2023年10月１日から2024年９月30日まで）中間配当については、2024年５月９日開催の取締役会におい

て、2024年３月31日の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額 88,238千円

②　１株当たりの金額 16円00銭

③　支払請求権の効力発生日および支払開始日 2024年６月10日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2024年５月13日

助川電気工業株式会社

取締役会　御中

 

興亜監査法人

東京都千代田区

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 松村　　隆

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 近田　直裕

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている助川電気工業株

式会社の2023年10月1日から2024年9月30日までの第87期事業年度の第2四半期会計期間（2024年1月1日から2024年3月31日

まで）及び第2四半期累計期間（2023年10月1日から2024年3月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借

対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、助川電気工業株式会社の2024年3月31日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する第2四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての

重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」に

記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人

としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断してい

る。

 

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切である

かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する

事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認め
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られる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論

付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合

は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期レ

ビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく

なる可能性がある。

・四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準

拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表示、

構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するために対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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